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Rokkasho広報ろっかしょ

Pick up!

P2-3…2014 たのしむべ！フェスティバル
P5…六夢者「佐藤 豪皇」
Information

P13…「第 14 回ふるさと自慢わがまち　
　ＣＭ大賞」応募作品を募集
P14…公民館講座の受講生を募集します

photo　2014 たのしむべ！フェスティバル（プリキュアとの握手会）

憧
れ
の
ヒ
ロ
イ
ン
に

ハ
イ
タ
ッ
チ
！
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インタビュー
CHIVERworld

アマチュアバンドオン
ステージで息の合った
演奏を披露したメン
バーたち。「最高に気
持ち良かった！」

インタビュー
古川さん一家

お笑いショーを楽し
みに来た古川さん一
家。「初めて来ました
が食べ歩いたり、公
園で遊んだりできて
楽しいです」

キッズマラソン

ピエロのぐっちによる回遊パフォーマンス メジロちゃんと一枚

らくのう女性部が牛乳配布

ハーレー試乗

八重桜の並木道

アマチュアバンドオンステージ

Myuufor によるダンスステージ

水路付はしご自動車体験

太陽の黒点などが見られる望遠鏡（核融合ブース）

警察車両展示人工イクラづくり
六趣スペシャル抽選販売

ビタッと飲んでミルクで乾杯みどりの少年団　苗木配布

花火とレーザー光線と音楽の共演

Pick Up! ● 2014 たのしむべ！
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食べて 歌って 楽しんで！賑わいの春まつり開催
2014 たのしむべ！フェスティバル

　

２
０
１
４
た
の
し
む
べ
！
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
５
月
10
・
11
日
の
２
日
間
、
大
石

総
合
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
日
、
み
ど
り
の
少
年
団
が
募
金
を
呼

び
か
け
る
声
で
賑
や
か
に
始
ま
っ
た
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
４
組
の

ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
が
熱
い
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
披
露
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
陸
上
競
技
場
で
は
キ
ッ
ズ
マ
ラ
ソ
ン

が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
た
く
ま
し
い

走
り
で
健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
目
玉
イ
ベ
ン
ト
「
六
趣
ス
ペ

シ
ャ
ル
大
抽
選
販
売
会
」
で
は
、
30
本
の

限
定
販
売
に
応
募
者
が
殺
到
。
抽
選
会
で

見
事
購
入
で
き
た
人
は
、
満
足
そ
う
な
笑

顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

よ
さ
こ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、
村

内
外
か
ら
５
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
力
強
い

演
舞
を
披
露
。「
花
火
と
レ
ー
ザ
ー
光
線

と
音
楽
の
共
演
」
で
は
、
夜
空
に
咲
く
大

輪
の
花
火
と
の
幻
想
的
な
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

11
日
は
、
地
上
15
メ
ー
ト
ル
の
世
界
を

体
験
で
き
る
「
水
路
付
は
し
ご
自
動
車
体

験
」
や
ハ
ー
レ
ー
の
試
乗
な
ど
イ
ベ
ン
ト

が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
で

は
、
お
笑
い
コ
ン
ビ
の
「
ど
ぶ
ろ
っ
く
」

と
も
の
ま
ね
タ
レ
ン
ト
「
セ
ニ
ョ
ー
ル
玉

置
」
が
満
員
の
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　
「
ふ
れ
あ
い
・
味
わ
い
横
丁
」
に
は
２

日
間
に
渡
っ
て
約
30
も
の
出
店
が
並
び
、

お
い
し
い
特
産
品
や
食
べ
歩
き
を
楽
し
む

人
々
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
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Pick Up! ● 2014 たのしむべ！

鹿六会が市柳総合公園で植樹祭

桜を植樹する参加者たち

六
夢
者
。

に向かって頑張る人を応援します

ろっかしょ　トピックス＆ニュース

◇ 観光協会長賞親善サッカー大会（11 日）

〈出場２チーム〉ＦＣ六ヶ所▶エンジェル　
（十和田）

　優　勝　エンジェル
　準優勝　ＦＣ六ヶ所

ミューフォー対エンジェルの試合

◇ 第 29 回春季ミニバスケットボール
　 交歓教室六ヶ所大会（11 日）

〈出場６チーム〉
千歳平▶七戸城南 MBC ▶横浜大畑▶大深
内ギャロップス▶上北女子ミニバス▶尾駮
MBS（トーナメント戦）
　優　勝　千歳平
　準優勝　尾駮 MBS
　第３位　七戸城南 MBC

　最優秀選手賞　園元美月（千歳平）
　優 秀 選 手 賞　福岡希来（尾駮 MBS）
　最 多 得 点 賞　マクレイ・アンナ・フレダ
　　　　　　　　　　（大深内ギャロップス）

千歳平（白）対尾駮 MBS（水色）の試合

◇ 第 24 回王杯争奪野球大会（10 日）

〈出場２チーム〉六ヶ所ＢＢＣ▶六ヶ所南
　優　勝　六ヶ所ＢＢＣ（尾駮・泊・千歳混合）
　準優勝　六ヶ所南

優勝した六ヶ所ＢＢＣ

　
　
　
　
　

２
０
１
４
た
の
し
む
べ
！
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
行
わ
れ
た
各
大
会
の
結
果　
　
　
　
　

　鹿六会（　武昭男会長、会員企業 43 社）による第
21 回植樹祭が４月 24 日、市柳総合公園で行われ、会
員や関係者など約 50 人が出席しました。
　この活動は、村に桜の名所をつくりたいと 1994 年
から行われており、今回のオオヤマザクラ 15 本を合
わせて 501 本の植樹をしました。式典では、　武会長
が「21 年目という区切りで 500 本の大台を超えまし
た。今後も桜の名所になるように続けていけたら幸せ
です」とあいさつ。古川健治村長は「これまで皆さん
に植えていただいた桜は毎年多くの村民の目を楽しま
せております」と活動に感謝を述べました。

村内に 501 本の桜を咲かせて

ば
れ
た
豪
皇
く
ん
。
３
月
下
旬
に
日

本
国
内
か
ら
選
抜
さ
れ
た
50
人
の
選

手
た
ち
と
と
も
に
、
ス
ペ
イ
ン
で
の

キ
ャ
ン
プ
に
挑
ん
だ
。

　

練
習
で
は
「
海
外
で
は
ド
リ
ブ
ル

な
ど
個
人
技
術
が
大
事
だ
と
思
っ
て

い
た
け
ど
、
コ
ー
チ
は
パ
ス
を
重
視

し
て
い
た
」
こ
と
に
始
め
は
戸
惑
っ

た
。
し
か
し
違
う
ス
タ
イ
ル
を
取
り

入
れ
て
、
パ
ス
を
繋
ぐ
こ
と
の
大
切

さ
を
学
ん
だ
。
行
く
前
は
コ
ー
チ
に

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
か
、
友
だ
ち
が
で

き
る
か
少
し
心
配
だ
っ
た
が
、
サ
ッ

カ
ー
を
通
じ
て
切
磋
琢
磨
し
て
い
く

中
で
た
く
さ
ん
の
仲
間
が
で
き
た
。

　

海
外
で
も
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
と
い

う
気
持
ち
は
同
じ
だ
っ
た
。「
楽
し

か
っ
た
の
は
、
現
地
の
中
学
生
選
抜

に
参
加
し
て
い
た
ア
レ
ハ
ン
ド
ロ
く

ん
と
一
緒
に
サ
ッ
カ
ー
を
し
た
こ

と
。
普
段
使
う
４
号
球
で
は
な
く
、

小
さ
な
１
号
球
を
使
っ
て
見
せ
て
く

れ
た
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
は
上
手
だ
っ

た
」
と
に
っ
こ
り
微
笑
ん
だ
。

　

現
地
で
は
、
憧
れ
の
選
手
で
あ
る

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
・
ロ
ナ
ウ
ド
や

ガ
レ
ス
・
ベ
イ
ル
が
出
場
す
る
試

合
も
観
戦
。「
選
手
た
ち
が
決
め
る

シ
ュ
ー
ト
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
圧

倒
的
だ
っ
た
」
と
目
を
輝
か
せ
た
。

　

豪
皇
く
ん
の
朝
は
、
父
・
栄
寿
さ

ん
と
の
朝
練
か
ら
始
ま
る
。
朝
６
時

　

尾
駮
北
地
区
に
あ
る
ね
む
の
き
公

園
に
楽
し
そ
う
な
子
ど
も
た
ち
の
声

が
響
く
―
―
。
毎
週
火
曜
と
木
曜
は

こ
こ
で
六
ヶ
所
Ｆ
Ｃ
（
橋
本
孝
喜
監

督
）
の
練
習
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
日
、
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
練
習
前
の

ご
み
拾
い
を
し
て
い
た
。
練
習
で
き

る
場
所
に
感
謝
し
よ
う
と
月
に
数
回

行
な
わ
れ
て
い
る
。

　

昨
年
の
夏
、
弘
前
市
で
行
わ
れ
た

レ
ア
ル
・
マ
ド
リ
ー
ド
主
催
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
プ
で
優
秀
選
手
に
選

か
ら
１
時
間
、
技
術
を
高
め
る
た
め

の
練
習
を
毎
日
欠
か
さ
な
い
。

　

ス
ペ
イ
ン
に
行
く
前
「
夢
は
ビ
ッ

ク
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
世
界
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
を
と
る
こ
と
」
と
話
し
た
豪
皇

く
ん
。「
ス
ペ
イ
ン
で
初
め
て
本
物

の
試
合
を
見
て
、
自
分
も
将
来
あ
ん

な
選
手
に
な
り
た
い
と
す
ご
く
刺
激

を
受
け
た
。
夢
は
変
わ
ら
な
い
」
と

力
強
く
語
る
。
憧
れ
の
選
手
た
ち
は

夢
を
さ
ら
に
強
く
し
た
。

　

揺
る
が
な
い
思
い
を
ボ
ー
ル
に
込

め
、
大
き
な
一
歩
を
蹴
り
出
し
た
。

〈プロフィール〉
○さとう・こお
尾駮地区出身、六ヶ所
ＦＣ所属。５歳からサッ
カーを始める。昨年夏
に参加したキャンプで
実力が認められ、スペ
インでのチャレンジキャ
ンプへ選抜された。

佐藤 豪皇 くん

「夢は世界№１に」
　揺るがない
　夢に向かって

狙いを定め、一球に集中して蹴る
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ろっかしょ　トピックス＆ニュース

ごみのない ずっときれいな海で
泊小児童が海岸清掃を実施

施設の完成を祝って行なわれたテープカット

海岸に落ちているごみを丁寧に拾う児童たち

ふるさとに歌の花を咲かせたい
遠田歌子コンサート「夢のたねまき」

講演する金聖潤氏

お兄さん・お姉さんと一緒にごみ拾い

高らかな歌声を披露する遠田さん（中央）

「書く力を鍛え、自らの考えを深めて」
六高で「第１回国際理解講演会」

千歳平地区で小中合同「クリーン作戦」

村の特産品 長芋の品質向上に
村長芋洗浄選別貯蔵施設　竣工式典

②これから
洗浄・選別
される長芋

①３℃に保
たれている
貯蔵庫。コ
ンテナ１基
には 60 キ
ロの長芋が
保管されて
いる

⑥箱詰めされた長芋は、主に関東・
名古屋方面に出荷される

⑤おがくずが敷き詰められた箱に
選別した長芋を箱詰めしていく

③きれいに泥
を洗浄された
長芋は、作業
員の所へ大き
さごとに自動
選別される

④分けられた長芋は、作業員によって傷
や折れなどがないか確認され、その品質
によってさらに階級が分けられる

村で行われた催しや出来事をお届けします

　泊地区出身の遠田歌子さんによるサロンコンサー
ト「夢のたねまき」が４月 26 日、スワニーで開かれ、
約 100 人の来場者がその歌声に聴き惚れました。
　遠田さんは現在音楽教師の傍ら、東京都や神奈川県
の福祉施設で演奏会を開くなど意欲的に音楽活動をし
ています。このコンサートは、家族や地元の人たちに
成長した自分の歌を聴いてもらい「ふるさとに歌の花
を咲かせたい」という思いから開かれました。
　当日は、クラシックだけでなく歌謡曲や誰もが聞い
たことがある曲を中心に 23 曲を披露。来場者たちは
歌声に耳を傾け、手拍子をしたり、一緒に口ずさんだ
りしながら、温かいひとときを楽しみました。

　千歳中学校（山崎秀樹校長、全校生徒 36 人）と千
歳平小学校（蛯名睦子校長、全校児童 83 人）による「ク
リーン作戦」が５月２日、千歳平地区で行われました。
　小中合同で行われているこの活動は、ごみ拾いを通
じて地域を大切に思う心を育んでほしいと行われてお
り、今年で３回目の実施となりました。
　子どもたちは６班に分かれ、互いにコミュニケー
ションを楽しみながらごみ拾い。空き缶やペットボト
ルなど、ごみ袋 13 個分のごみを拾い集めました。
　千歳中学校の畑中美紅さんは「小学生と仲良くなれ
たし、先輩たちと協力してごみを拾えたのでよかった」
と笑顔で話していました。

　六ヶ所高校（川村卓也校長、全校生徒 181 人）で
５月２日、第１回国際理解講演会が開かれました。
　国際的に活躍している人々を招き行われている同講
演会。今回の講師は、東北大学大学院工学研究科量子
エネルギー工学専攻六ヶ所分室の准教授、金

キ ム

聖
ソ ン ユ ン

潤工学
博士が務めました。韓国出身の金氏は、日本での経験
や研究内容について話し「どう生きていくかは自分自
身が決めること。メモの習慣をつけ、自分の考えをしっ
かり話せるようにして」と生徒へアドバイスしました。
　畠山紗矢香さんは「外国から見た日本のことを聞い
て改めて日本の良さが分かった。進学についても前向
きに考えてみようと思った」と話していました。

皆で協力して地域をきれいに

　泊小学校（吉田満校長、全校児童 157 人）の全校
児童が５月８日、泊地区イベント広場付近の海岸清掃
を行いました。
　児童たちは８つのたて割り班に分かれてごみ拾い
を実施。約１時間かけてビンなどの不燃物など約 250
キロものごみを拾い集めると、海岸は見違えるように
きれいになりました。また、子どもたちに協力したい
と参加する保護者や地域の人々の姿も見られました。
　吉田安澄さんと高梨優舞くんは「ごみが落ちている
海岸は汚いなと思ったので、くぎやひもなど頑張って
拾いました。泊の海はずっときれいな海でいてほしい」
とにっこり話していました。

　六ヶ所村長芋洗浄選別貯蔵施設の竣工式典が５月９
日に平沼地区の同施設で行われ、関係者などが出席し
施設の完成を祝いました。
　竣工式では、古川健治村長は「この『長芋洗浄選別
施設』をご活用いただき、安全・安心で高品質な六ヶ
所の長芋生産を今後も継続してくださるようお願いし
ます」と式辞を述べました。
　施設は鉄骨造り一部２階建てで、貯蔵庫には約千ト
ンの長芋を収容することができ、１年中いつでも出荷
できる体制を整えています。また、１日当たり最大
25 トンの洗浄・選別ができます。今まで村外で行っ
ていたこの作業が村で行なえるため、農家の費用負担
軽減や、輸送時の折れやいたみがなくなることで長芋
の品質向上を図ることができます。
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International Exchange国際交流

国
際
交
流

交
番
だ
よ
り

健
康

　

こ
ん
に
ち
は
。
韓
国
襄ヤ

ン
ヤ
ン陽

郡
か
ら
の
派
遣
職
員
キ
ム
・

ボ
ソ
プ
と
申
し
ま
す
。

　

日
本
に
来
て
一
カ
月
ほ
ど

経
ち
ま
し
た
。
今
回
初
め
て

日
本
の
祭
り
に
参
加
し
ま
し

た
。
襄
陽
郡
で
も
、
１
年
に

４
回
の
祭
り
が
開
か
れ
ま
す

が
、
日
本
と
は
ま
た
違
う
感

じ
な
の
で
、
今
回
の
「
た
の

し
む
べ
！
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」は
と
て
も
新
鮮
で
し
た
。

　

た
の
し
む
べ
！
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
、
子
供
た
ち
が

メ
イ
ン
に
な
っ
て
マ
ラ
ソ
ン

や
ダ
ン
ス
を
し
た
り
、
人
気

ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

登
場
す
る
な
ど
、
家
族
で
楽

し
め
る
よ
う
な
コ
ー
ナ
ー
が

多
か
っ
た
で
す
。

　

襄
陽
の
場
合
、
襄
陽
郡
内

の
６
つ
の
地
区
の
選
手
た
ち

が
韓
国
伝
統
の
遊
び
や
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
で
競
う
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
多
い
で
す
。
子
供
向

け
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す

が
、普
通
の
祭
り
で
は
な
く
、

子
ど
も
の
日
の
体
験
行
事
と

し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
六
ヶ
所
村
の
祭
り

に
は
祭
り
の
定
番
メ
ニ
ュ
ー

を
は
じ
め
、
地
元
な
ら
で
は

の
物
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い

る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を
地

域
の
人
々
が
販
売
し
な
が

ら
、
活
発
に
交
流
し
て
い
る

の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

襄
陽
の
祭
り
で
は
、
地
域

の
祭
り
だ
け
を
回
る
専
門
の

「
商
人
」
が
い
て
、
食
べ
物

は
も
ち
ろ
ん
色
々
な
物
（
布

団
・
服
・
記
念
品
）
を
売
っ

て
い
ま
す
。
地
元
の
独
特
な

も
の
を
楽
し
む
の
で
は
な

く
、
祭
り
の
期
間
だ
け
味
わ

え
る
特
別
な
風
景
を
楽
し
め

ま
す
。

　

今
回
最
も
新
鮮
だ
と
思
っ

た
の
は
レ
ー
ザ
ー
光
線
と
音

楽
と
花
火
で
す
。
テ
ー
マ
の

あ
る
花
火
を
打
ち
上
げ
る
こ

と
も
初
め
て
見
る
光
景
で
し

た
が
、
レ
ー
ザ
ー
と
花
火
を

一
緒
に
見
る
こ
と
も
初
め
て

で
し
た
。

　

襄
陽
で
も
花
火
は
打
ち
上

げ
ま
す
が
、
祭
り
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
公
演
が
終
わ
る
と
同

時
に
、
祭
り
の
本
格
的
な
始

ま
り
を
知
ら
せ
る
意
味
で
一

斉
に
打
ち
上
げ
ま
す
の
で
、

日
本
と
は
ま
た
違
う
感
じ
で

し
た
。

　

今
後
、
ま
す
ま
す
発
展
し

て
い
く
祭
り
が
と
て
も
楽
し

み
で
す
。

Japanese Cooking Class for foreigners
在住外国人対象の日本料理教室を開催

襄
陽
郡
派
遣
職
員
ボ
ソ
プ
さ
ん
の

『
初
め
て
の
日
本
、

  

そ
し
て
ろ
っ
か
し
ょ
』

We will hold a “Japanese Cooking Class for foreigners in 
Rokkasho”.
You can learn Japanese home-style cooking.
The menu is “OYAKO-DON (a bowl of rice topped with 
chicken and eggs)”and“ AGEDASHI-DOFU(deep-fried tofu 
with simple dashi-based sauce)”.
　◇ Date:　June 20th, Friday, 9:00-13:00
　　　　　　 (including preparation and cleaning)
　◇ Place:　Cultural Exchange Plaza “Swany”
　◇ Participants:　max.15 people
　◇ Cost:　Free
Please bring your apron. If you want to join the class, 
please contact us by June 18th:
■ International Education and Training Center
　(Phone) 0175-73-8575
　(E-mail) rokkasho.lounge@gmail.com

　外国人の皆さん、日本の家庭料理
を学びましょう！
　今回の献立は「親子丼」「揚げ出
し豆腐」です！
■日時　６月 20 日金
　　　　午前９時～午後１時
　　　　（準備・片付け含む）
■場所　文化交流プラザ
　　　　「スワニー」
■対象　六ヶ所村在住外国人
■募集人数　15 人程度
■持ち物　エプロン
■費用　無料
問国際教育研修センター
☎ 73―8575

たのしむべ！フェスティバルの様子

川村校長から賞状を手渡される男子団体メンバー

〈左から（学年）〉貝塚創くん（２）、中村翔くん（３）
浅野友人くん（３）、木村健二くん（３）

　

韓
国
襄ヤ

ン
ヤ
ン陽
郡
派
遣
職
員
の

高
木
で
す
。

　

こ
ち
ら
韓
国
で
は
年
々
暖

か
く
な
る
の
が
早
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

韓
国
で
は
「
春
が
な
い
」
と

言
わ
れ
る
ほ
ど
春
の
間
隔
が

短
く
、
す
ぐ
に
夏
の
よ
う
な

暑
さ
に
な
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
村
か
ら
の
派

遣
職
員
と
い
う
立
場
か
ら
襄

陽
郡
内
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま

な
立
場
の
方
と
接
す
る
機
会

が
あ
り
ま
す
。
当
然
目
上
の

方
々
で
す
の
で
、
敬
語
で
あ

い
さ
つ
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
で
す
が
、
通
常
の

業
務
に
お
い
て
敬
語
で
話

し
を
す
る
機
会
が
少
な
く
、

ち
ょ
っ
と
気
を
抜
く
と
す
ぐ

に
砕
け
た
表
現
の
韓
国
語
が

出
て
し
ま
い
ま
す
。

　

韓
国
に
も
敬
語
が
あ
り
、

幼
い
頃
よ
り
教
え
ら
れ
て
い

る
の
で
自
然
と
身
に
付
い
て

い
る
方
が
多
い
で
す
。

　

個
人
的
に
驚
い
た
の
は

「
社
長
様
」
や
「
先
生
様
」

の
よ
う
に
役
職
に
様
を
つ
け

る
こ
と
で
し
た
。
日
本
で
は

あ
ま
り
使
わ
な
い
言
い
方
な

の
で
、
同
じ
く
韓
国
内
に

い
る
日
本
人
か
ら
「
課
長

に
「
様
」
を
付
け
な
か
っ
た

ら
顔
真
っ
赤
に
し
て
怒
ら
れ

た
」と
い
う
話
を
聞
き
ま
す
。

　

私
自
身
、
目
上
の
方
と
雑

談
を
す
る
時
で
あ
れ
ば
多
少

砕
け
た
口
調
で
も
何
も
言
わ

れ
ま
せ
ん
が
、
い
ざ
、
議
員

や
会
長
な
ど
と
い
っ
た
役
職

を
持
っ
た
方
々
と
あ
い
さ
つ

を
す
る
と
き
に
少
し
で
も
気

を
抜
く
と
砕
け
た
表
現
を
使

い
、
怒
ら
れ
そ
う
に
な
り
ま

す
。

　

個
人
的
な
会
話
能
力
の
低

さ
も
あ
り
ま
す
が
、
今
更
な

が
ら
目
上
の
方
と
の
会
話
の

難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

韓国式の伝統的あいさつの仕方
（左が女性、右が男性）

襄
陽
郡
派
遣
職
員 

高
木
が
送
る

韓
国
の
暮
ら
し

ろっかしょ　トピックス＆ニュース

　青森市で５月 10・11 日の２日間、県高校アーチェ
リー春季大会で六ヶ所高校アーチェリー部（菅井宜光
監督、部員 18 人）が男子団体の部で優勝、同高で 14
日、優勝報告会が開かれました。
　今大会でアーチェリー部は、男子団体の部で優勝、
女子団体の部で４位、個人の部では貝塚創くん（２年）
が８位入賞という成績を収めました。県大会団体の部
での優勝は、開校の歴史を振り返っても初の快挙です。
　大会では、予選トーナメントを全８チーム中４位で
通過。決勝戦は今年から新ルールで行われ、団体メン
バーのうち３人が２本ずつ、計６本の矢を打ち、合計
点の高いチームが２ポイントを獲得。先に５ポイント
を先取したチームの勝利となります。
　八戸工大一との準決勝は４対４と接戦でしたが、最
後浅野くんが 10 点に的中させ、決勝進出を決めまし
た。青森西高校との決勝では、風が強く狙いを定める
のが難しい中、菅井監督が「風を気にせず、思い切り
打て」とアドバイス。選手たちはいずれも安定した点
を取り、５対３で優勝を勝ち取りました。
　報告会では、川村卓也校長が「最後まで諦めない強
い気持ちと集中力が、逆転の一矢を生んだのでは。優
勝を誇りに思い、チャレンジ精神で頑張ってほしい」
と選手たちの功績を称えました。主将の中村翔くんは

「６月の高総体に向けて、日頃から気を引き締めて練
習に励みたい」と気合いを込めました。

六高アーチェリー部が初の快挙
春季大会 男子団体の部　優勝
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　健康 Health

国
際
交
流

交
番
だ
よ
り

健
康

　

村
で
は
、「
先
天
性
風
し

ん
症
候
群
」
を
予
防
す
る
こ

と
を
目
的
に
風
し
ん
の
予
防

接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

　

風
し
ん
は
妊
娠
初
期
の
妊

婦
が
か
か
る
と
、
お
腹
の
赤

ち
ゃ
ん
が
心
疾
患
、白
内
障
、

難
聴
な
ど
の
障
害
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
、
予
防
す
る
た

め
に
は
事
前
に
予
防
接
種
を

受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

接
種
を
希
望
す
る
人
は
、

次
の
説
明
を
よ
く
ご
覧
に
な

り
、
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

■
対
象
者

接
種
当
日
六
ヶ
所
村
に
住
所

が
あ
り
、
風
し
ん
に
か
か
っ

た
こ
と
が
な
い
、
も
し
く
は

風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
人
で
次
の
①

～
③
に
あ
て
は
ま
る
人

①
10
代
後
半
か
ら
40
代
の
女

性
で
現
在
、
妊
娠
し
て
い
な

い
人
。
ま
た
は
、
妊
娠
を
予

定
も
し
く
は
希
望
し
て
い
る

人※
接
種
後
２
カ
月
間
は
避
妊

が
必
要
に
な
り
ま
す

②
妊
婦
や
妊
娠
可
能
な
女
性

の
夫
（
パ
ー
ト
ナ
ー
）

③
妊
婦
や
妊
娠
可
能
な
女
性

の
同
居
家
族
で
、
特
に
接
種

が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
人

※
②
・
③
に
つ
い
て
は
、
①

と
同
一
世
帯
で
暮
ら
し
て
お

り
、
世
帯
分
離
を
し
て
い
な

い
人
が
対
象
で
す

■
接
種
回
数　

１
回

■
助
成
額　

全
額
助
成

■
接
種
方
法

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
窓
口

（
役
場
内
）
で
申
請
書
を
提

出
し
、
指
定
の
予
診
票
の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

①
指
定
医
療
機
関
で
接
種

（
尾
駮
・
千
歳
平
・
泊
診
療
所
、

野
辺
地
病
院
）

②
指
定
医
療
機
関
以
外
で
接

種
（
村
外
な
ど
）

※
８
月
１
日
か
ら
は
申
請
窓

口
が
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
（
新

住
所　

六
ヶ
所
村
大
字
尾
駮

字
野
附
９
８
６
―
４
）
に
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い

■
申
請
・
助
成
期
間

平
成
26
年
６
月
２
日
～

　
　

27
年
２
月
末
ま
で

■
助
成
申
請
期
限

　

27
年
３
月
10
日
ま
で
受
け

付
け
ま
す
。

■
助
成
方
法

①
指
定
医
療
機
関
で
接
種
し

た
場
合　

▼
助
成
の
申
請
手

続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

②
指
定
医
療
機
関
以
外
で
接

種
し
た
場
合　

▼
後
日
、
保

健
相
談
セ
ン
タ
ー
に
申
請
手

続
き
が
必
要
で
す

※
申
請
時
に
必
要
な
も
の

　
（
領
収
書
・
印
鑑
・
通
帳
）

■
そ
の
他

お
子
さ
ん
が
い
る
人
は
、
母

子
手
帳
を
確
認
し
ま
す
の
で

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

５
月
11
日
日
、
大
石
総
合

運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
た

『
た
の
し
む
べ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
』
で
、
食
生
活
改
善
推

進
員
会
が
健
康
食
普
及
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
高

血
圧
予
防
を
目
的
に
ジ
ャ
ガ

イ
モ
を
使
用
し
た「
い
も
餅
」

と
、
六
ヶ
所
特
産
の
ご
ぼ
う

を
使
用
し
た
「
ご
ぼ
う
チ
ッ

プ
ス
」
の
２
品
を
来
場
者
に

配
布
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
も
良
く

２
０
０
食
の
試
食
を
用
意
し

ま
し
た
が
、
あ
っ
と
い
う
間

に
無
く
な
り
ま
し
た
。

　

試
食
し
た
人
か
ら
は
「
い

も
餅
が
冷
め
て
い
て
も
、
も

ち
も
ち
し
て
い
て
美
味
し

い
」「
チ
ッ
プ
ス
は
お
か
ず

に
も
、
子
ど
も
の
お
や
つ
に

も
な
っ
て
い
い
」「
２
品
と

も
手
軽
に
作
れ
そ
う
」
な
ど

の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

大切な赤ちゃんのために風しんを予防しましょう
風しん予防接種費用の助成についてのお知らせ

＊
健
康
課
へ
の
各
種
お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら
へ　

問
健
康
課
（
直
通
）
☎
７
２
―
２
７
９
４

食
生
活
改
善
推
進
員
会

（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）
の

活
動
紹
介
！

２品のレシピと
ともに、来場者
へ試食を提供し

ました

　交番だよりSafety Information

交
番
だ
よ
り

健
康

国
際
交
流

　

道
路
交
通
法
に
よ
り
、
自

動
車
の
運
転
者
は
、
①
備
え

付
け
ら
れ
た
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
装
着
し
な
い
で
運
転
し
て

は
な
ら
な
い
こ
と
②
備
え
付

け
ら
れ
た
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

装
着
し
な
い
人
を
乗
せ
て
運

転
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
③

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用

し
な
い
６
歳
未
満
の
幼
児
を

乗
せ
て
運
転
し
て
は
な
ら
な

い
こ
と
―
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
運
転
者
自

ら
と
同
乗
者
の「
命
を
守
る
」

道
路
上
で
、
①
衝
突
の
衝
撃

で
、
車
内
の
ハ
ン
ド
ル
や
窓

ガ
ラ
ス
に
体
を
ぶ
つ
け
、
大

け
が
を
負
う
②
衝
突
や
横
転

の
衝
撃
で
、
車
内
か
ら
外
に

放
り
出
さ
れ
て
全
身
に
大

け
が
を
負
う
③
衝
突
時
に
、

抱
っ
こ
で
は
子
ど
も
を
支
え

き
れ
ず
、
大
人
は
無
傷
で
子

ど
も
だ
け
が
大
ケ
ガ
を
負
う

―
と
い
う
交
通
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
車
の
ス
ピ
ー
ド
が

遅
く
て
も
、
相
手
の
車
の
ス

ピ
ー
ド
が
速
け
れ
ば
、
当
然

衝
突
の
衝
撃
は
大
き
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
車
は
鉄
の
塊

で
あ
り
、
そ
の
走
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
人
間
の
体
で
は
到

底
支
え
ら
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
に
つ
い
て

は
運
転
者
が
自
分
と
自
分
の

同
乗
者
の
「
命
を
守
る
」
と

い
う
意
識
を
持
ち
、
全
て
の

座
席
で
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

の
は
、
運
転
者
の
義
務
と
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。

　

平
成
20
年
６
月
に
道
路
交

通
法
が
改
正
さ
れ
、
全
て
の

座
席
で
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の

装
着
が
義
務
化
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
昨
年
の
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
状
況
全
国
調

査
で
は
、
青
森
県
内
の
運
転

席
、
助
手
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
率
は
１
０
０
％
に
近

づ
い
て
き
て
は
い
る
も
の

の
、
後
部
席
で
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
着
用
率
は
全
国
最
下
位

で
す
。

　

ま
た
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
着
用
状
況
全
国
調
査
の

結
果
も
全
国
平
均
を
下
回
っ

て
い
ま
す
。『
命
を
守
る
』

決
し
て
大
げ
さ
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
街
中
で
ス
ピ
ー
ド
が
出

て
い
な
い
か
ら
大
丈
夫
」「
子

ど
も
は
、
し
っ
か
り
抱
っ
こ

し
て
い
れ
ば
大
丈
夫
」
と
考

え
る
人
も
い
ま
だ
に
み
ら
れ

ま
す
が
、
現
実
に
県
内
の
皆

さ
ん
が
普
段
通
行
し
て
い
る

「命を守る」シートベルトを着用しましょう
安心なドライブは全座席の着用から

毎月６日は、六ヶ所村民交通安全の日

②４月末の村の物件事故発生状況
平成 26 年 25 年

前年比
４月中 累計 累計

6 92 102 -10

平成 26 年 25 年 前年比４月中 累計 累計
発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

2 0 4 10 1 12 5 0 8 +5 +1 +4

①４月末の村の人身事故発生状況

■受付期間　警察官Ａ　５月 12 日月～６月 20 日金
　　　　　　警察行政　５月 13 日火～６月２日月
■第一次試験　警察官Ａ　７月 13 日日
　　　　　　　警察行政　６月 22 日日
■試験場所　青森市、八戸市、弘前市（武道指導、
　警察行政および警察科学（電気）は青森市のみ）
＜受験職種（採用予定人員）、受験資格＞
■警察官Ａ
❶ 10 月採用　男性（30 人程度）、女性（３人程度）

〈受験資格〉昭和 57 年４月２日以降に生まれた人で、
　大学を卒業した人または平成 26 年９月 30 日まで
　に大学を卒業する見込みの人
❷４月採用　男性（47 人程度）、女性（９人程度）
 〈受験資格〉昭和 57 年４月２日以降に生まれた人で、
　大学を卒業した人または平成 27 年３月 31 日まで
　に大学を卒業する見込みの人
❸武道指導〈柔道〉　（２人程度）
❹武道指導〈剣道〉　（２人程度）

〈受験資格〉昭和 57 年４月２日以降に生まれた人で、
　大学を卒業した人または平成 27 年３月 31 日まで
　に大学を卒業する見込みの人で次の要件を満たす人
○柔道（講堂館が認定する段位３段以上を有する）
○剣道（全日本剣道連盟が認定する段位３段以上を有する）
■警察行政（５人程度）、警察科学〈電気〉（１人程度）

〈受験資格〉①昭和 60 年４月２日から平成５年４月
　１日までに生まれた人、②平成５年４月２日以降
　に生まれた人で、大学を卒業した人または 27 年３
　月 31 日までに大学を卒業する見込みの人

問受験手続や問い合わせはお近くの警察署や下記まで
○警察官Ａ→ 青森県警察本部 警務課 人事・採用係
☎ 017―723―4211（内線 2664 ～ 2666）
○警察行政・科学→ 青森県人事委員会事務局 職員課
☎ 017―722―1111（内線 5315・5318）

　平成 26 年 10 月採用（大卒）および
27 年４月採用（大卒）を募集します！



12Rokkasho●2014-613 Rokkasho●2014-6

六
ヶ
所
村
介
護
老
人
保
健
施
設

ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ

施
設
長　
　

船
越　

樹 

　

尾
駮
診
療
所
が
地
域
医
療
振

興
協
会
の
運
営
に
移
行
し
て
２

カ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

新
規
ス
タ
ッ
フ
が
多
数
で
不

慣
れ
な
部
分
も
多
く
、
村
民
の

皆
さ
ま
の
ご
不
便
も
多
い
か
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
ス
タ
ッ
フ

一
同
、
尾
駮
診
療
所
を
よ
り
良

く
す
る
た
め
の
意
欲
を
持
っ
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
８
月
１
日
か
ら
尾
駮

診
療
所
は
尾
駮
小
学
校
隣
に
移

転
し
、
総
称
「
六
ヶ
所
村
医
療

セ
ン
タ
ー
」
と
な
り
、
診
療
所

を
「
六
ヶ
所
村
地
域
家
庭
医
療

セ
ン
タ
ー
」、
新
し
く
併
設
さ

れ
る
「
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
」、

「
六
ヶ
所
村
介
護
老
人
保
健
施

設
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
」（
以
下

老
健
）
の
３
つ
で
新
た
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

今
回
は
こ
の
老
健
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
六
ヶ
所
村
は
リ
ハ

ビ
リ
施
設
・
ス
タ
ッ
フ
の
不
在

が
大
き
な
問
題
で
し
た
。
脳
や

背
骨
の
け
が
・
病
気
で
麻
痺
を

発
症
し
た
り
、
長
期
入
院
で
体

力
が
落
ち
た
方
は
、
体
の
動
き

や
生
活
上
の
動
作
に
大
き
な
支

障
を
来
す
た
め
、
け
が
・
病
気

が
回
復
し
て
も
す
ぐ
自
宅
に
帰

れ
な
い
場
合
が
多
い
の
で
す
。

　

そ
の
際
に
リ
ハ
ビ
リ
を
集
中

的
に
行
い
、
麻
痺
や
筋
力
・
体

力
を
早
期
に
回
復
さ
せ
て
、
円

滑
に
自
宅
生
活
に
復
帰
で
き
る

よ
う
支
援
す
る
施
設
の
一
つ
が

老
健
で
す
。

　

老
健
に
は
「
長
期
入
所
」「
短

期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）」

「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
（
デ
イ
ケ
ア
）」

の
３
つ
の
機
能
が
あ
り
ま
す
。

　
「
長
期
入
所
」
は
円
滑
な
自

宅
生
活
の
た
め
に
、
施
設
に
入

所
し
て
数
カ
月
の
集
中
的
な
リ

ハ
ビ
リ
を
行
い
ま
す
。「
短
期

入
所
」
は
１
カ
月
の
う
ち
の

一
定
期
間
（
介
護
度
で
上
限
が

あ
る
）
入
所
し
て
リ
ハ
ビ
リ
を

行
い
ま
す
。「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
」

は
、週
数
回
通
っ
て
（
送
迎
サ
ー

ビ
ス
あ
り
）
リ
ハ
ビ
リ
を
行

い
、
さ
ら
な
る
機
能
回
復
・
維

持
を
図
り
ま
す
。「
長
期
入

所
」
は
要
介
護
１
以
上
、「
短

期
入
所
」「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
」

は
要
支
援
１
以
上
に
介
護
認

定
さ
れ
た
方
が
対
象
で
す
。

　

一
見
老
人
ホ
ー
ム
と
似
て

い
ま
す
が
、
老
健
は
あ
く
ま

で
「
在
宅
復
帰
・
維
持
」
を

目
標
に
入
所
の
計
画
が
立
て

ら
れ
ま
す
（
回
復
に
応
じ
て

計
画
は
見
直
さ
れ
ま
す
）。

　

そ
の
目
標
の
た
め
に
多

く
の
職
種
（
医
師
、
看
護
師
、

理
学
療
法
士
、
介
護
福
祉
士
、

管
理
栄
養
士
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
社
会
福
祉
士
、
支
援

相
談
員
な
ど
）
が
チ
ー
ム
を

組
み
、
密
接
に
連
携
し
て
在

宅
の
復
帰
・
維
持
を
支
援
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
六
ヶ
所
村
医
療
セ

ン
タ
ー
は
「
健
や
か
で
安
心

で
き
る
地
域
づ
く
り
と
新
し

い
医
療
人
の
育
成
に
貢
献
す

る
」
を
運
営
理
念
に
据
え
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
私
た

ち
は
活
動
を
通
じ
て
「
健
や

か
で
安
心
で
き
る
村
」
を
目

指
す
と
共
に
、
次
世
代
の
医

療
人
を
村
の
若
い
方
か
ら
輩

出
・
活
躍
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
活
動
し
て
い
き
ま

す
。

介護老人保健施設ニッコウキスゲが提供するサービス

４月 22 日の３歳児健診でむし歯０の子を掲載しています

宮下 虹音ちゃん 髙谷 葵衣ちゃん 松浦 大河くん 上野 唯介くん 千葉 詩奈ちゃん

田中 結理ちゃん 東野 日胡ちゃん 番地 亮太くん 福岡 咲来ちゃん 平郡 瑛飛くん

よ い 歯 で は ぃっ ぴ

問サービスの利用に関するお問い合わせ
介護老人保健施設ニッコウキスゲ　☎ 0175（73）7200　【担当　鎌田・佐藤（ケアマネージャー）】

　
　

   

ヶ
所
村
介
護
老
人
保
健
施
設

　
　
　
　
　
　
　

ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
」
の
ご
紹
介

サービス種類 入所
（施設サービス）

短期入所
（居宅サービス）

通所リハビリテーション
（居宅サービス）

利用できる人
要介護　１～５

（要支援１・２の人は
利用できません）

要支援　１・２
要介護　１～５

要支援　１・２
要介護　１～５

サービス内容

一定期間施設に入所し在宅
復帰を目的とした生活行為
の 向 上 の た め の リ ハ ビ リ
テーションや介護サービス
が受けられます。

短期入所して、日常生活上
の支援や介護、生活行為の
向上のためのリハビリテー
ションが受けられます。

食事・入浴・排泄の支援や
介護のほか、生活行為の向
上 の た め の リ ハ ビ リ テ ー
ションが日帰りで受けられ
ます。

　
「
六

Rokkasho Information

　

青
森
朝
日
放
送
株
式
会
社

主
催
の
「
ふ
る
さ
と
自
慢
わ

が
ま
ち
Ｃ
Ｍ
大
賞
」
が
本
年

度
も
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
左
記
に
よ

り
応
募
者（
団
体
・
個
人
な
ど
）

を
募
集
し
ま
す
。

■
目
的　

六
ヶ
所
村
の
さ
ま

ざ
ま
な
魅
力
を
テ
ー
マ
に
熱

い
思
い
を
30
秒
の
Ｃ
Ｍ
に
凝

縮
さ
せ
、
活
力
あ
る
村
を
広

く
Ｐ
Ｒ
す
る
も
の

■
応
募
規
定

①
村
の
魅
力
等
を
伝
え
る
30

秒
の
Ｃ
Ｍ
で
未
発
表
作
品
と

す
る

②
作
品
の
著
作
権
は
村
に
帰

属
す
る
も
の
と
す
る

③
応
募
者
が
多
数
の
場
合
は

厳
正
な
審
査
を
行
い
、
本
審

査
へ
１
作
品
を
応
募
す
る

④
応
募
作
品
に
は
、
一
部
修

正
ま
た
は
訂
正
を
行
う
場
合

が
あ
る

■
補
助
金
の
交
付
申
請（
応
募
）

　

Ｃ
Ｍ
制
作
に
要
す
る
経
費

に
つ
い
て
、「
六
ヶ
所
村
ふ

る
さ
と
自
慢
わ
が
ま
ち
Ｃ
Ｍ

大
賞
制
作
事
業
補
助
金
交
付

要
綱
」
に
基
づ
き
、
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
の
で
、
関
係

書
類
を
添
え
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

　

Ｃ
Ｍ
制
作
に
経
費
を
要
し

な
い
応
募
者
は
、企
画
書（
絵

コ
ン
テ
な
ど
）
の
み
の
提
出

と
し
ま
す
。
な
お
、
提
出
さ

れ
た
申
請
書
（
企
画
書
の
み

の
提
出
含
む
）
は
、
書
類
審

査
を
行
い
後
日
結
果
に
つ
い

て
通
知
し
ま
す
。　

■
制
作
経
費

　

作
品
の
制
作
経
費
に
お
け

る
全
体
の
補
助
金
の
額
は

30
万
円
と
す
る
。

　

た
だ
し
、
１
作
品
あ
た
り

の
補
助
金
の
額
は
、
原
則
応

募
者
数
に
よ
り
割
り
振
り
す

る
。

■
補
助
金
交
付
申
請
締
切

　

７
月
18
日
金

■
作
品
提
出
締
切

　

８
月
29
日
金

■
作
品
提
出
媒
体

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
ブ
ル
ー
レ
イ

デ
ィ
ス
ク
な
ど

■
本
審
査
発
表
会
（
予
定
）

　

11
月
16
日
日　

青
森
県
立

保
健
大
学　

講
堂
（
青
森
市
）

■
番
組
放
送
日
程
（
青
森
朝

日
放
送
）　

平
成
27
年
１
月

上
旬
（
再
放
送
予
定
あ
り
）

問
情
報
政
策
課（
担
当 

三
戸
）

☎
７
２
―
２
１
１
１

（
内
線
１
５
５
）

＊
本
審
査
に
応
募
し
た
Ｃ
Ｍ

は
、
青
森
朝
日
放
送
株
式
会

社
で
放
送
後
、
村
の
六
ヶ
所

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
テ
レ

ビ
（
ロ
ッ
ク
Ｔ
Ｖ
）
で
も
放

送
し
ま
す
。
ま
た
、
本
審
査

に
応
募
さ
れ
な
か
っ
た
Ｃ
Ｍ

に
つ
い
て
も
、
ロ
ッ
ク
Ｔ
Ｖ

で
放
送
し
ま
す
。

村をＰＲしませんか

「第 14 回ふるさと自慢
わがまちＣＭ大賞」

応募作品を
募集！

平成 25 年 11 月 17 日
本審査発表会当日の模様
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身
体
障
害
者
巡
回
診
査
は
、

身
体
障
害
者
を
対
象
に
巡
回
し

て
医
学
的
判
定
を
行
い
、
併
せ

て
そ
の
更
正
に
必
要
な
総
合
的

相
談
に
応
じ
る
こ
と
で
、
社
会

的
更
正
の
方
途
を
指
導
し
、
援

護
の
万
全
を
期
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

❶
新
規
で
身
体
障
害
者
手
帳
の

　

交
付
を
受
け
る
た
め
、
診
査

　

を
必
要
と
す
る
人

❷
身
体
障
害
者
手
帳
の
再
認
定

　

を
必
要
と
さ
れ
た
人

❸
身
体
障
害
者
手
帳
の
障
害
程

　

度
お
よ
び
等
級
に
変
化
が
あ

　

り
、
変
更
を
必
要
と
す
る
人

❹
補
装
具
の
処
方
を
必
要
と
す

　

る
人

【
注
意
事
項
】

①
当
日
の
診
査
の
み
で
は
判
定

が
困
難
な
場
合
（
障
害
児
の
聴

力
の
測
定
な
ど
）、
指
定
医
師
の

い
る
医
療
機
関
を
利
用
し
て
も

ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
を
受

け
る
た
め
診
査
を
希
望
す
る
人

査
に
つ
い
て
は
、
発
症
か
ら
３

カ
月
以
上
を
経
過
し
て
い
る
人

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

⑥
介
護
保
険
で
貸
与
さ
れ
る
福

祉
用
具
の
種
目
と
共
通
す
る
補

装
具
（
車
い
す
、レ
デ
ィ
メ
イ
ド
、

歩
行
器
、
歩
行
補
助
つ
え
）
の

相
談
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険

か
ら
の
貸
与
が
優
先
と
な
り
ま

す
。

⑦
電
動
車
い
す
、
座
位
保
持
装

置
お
よ
び
特
例
補
装
具
の
処
方

を
要
す
る
も
の
は
除
き
ま
す
。

⑧
義
肢
や
装
具
お
よ
び
車
い

す
に
つ
い
て
、
複
雑
な
処
方

を
要
す
る
も
の
（
骨
格
構
造
義

肢
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
ま
た
は

モ
ジ
ュ
ラ
ー
方
式
に
よ
る
車
い

す
の
新
規
処
方
な
ど
）
は
除
き

ま
す
。

■
日
程
表

■
聴
覚
障
害
（
平
衡
機
能
障
害

を
除
く
）

◇
受
付
時
間
（
午
後
１
時
15
分

　

～
２
時
45
分
）

◇
診
査
時
間
（
午
後
１
時
30
分

　

～
３
時
30
分
）

◎
実
施
日　

７
月
14
日
月

　
（
野
辺
地
町
健
康
増
進
セ
ン

　

タ
ー
）

■
肢
体
不
自
由

◇
受
付
時
間
（
午
前
９
時
～
11

時
）

◇
診
査
時
間
（
午
前
９
時
30
分

～
正
午
）

①
実
施
日　

７
月
８
日
火

　
（
野
辺
地
町
健
康
増
進
セ
ン

　

タ
ー
）

②
実
施
日　

７
月
11
日
金

　
（
三
沢
市
総
合
社
会
福
祉
セ

　

ン
タ
ー
）

■
受
診
者
の
持
参
す
る
も
の

①
身
体
障
害
者
手
帳

　
（
所
有
者
の
み
）

②
印
鑑

※
な
お
、
来
場
さ
れ
る
場
合
は

事
前
に
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い

問
福
祉
課

☎
７
２
―
２
１
１
１

（
内
線
１
３
７
）

で
、
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関

が
あ
る
場
合
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
写

真
お
よ
び
紹
介
状
な
ど
の
病

名
・
治
療
の
状
況
、
身
体
状
況

が
わ
か
る
書
類
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

③
身
体
障
害
者
手
帳
の
再
認
定

が
必
要
な
人
は
、
指
定
医
師
の

い
る
医
療
機
関
に
お
い
て
再
認

定
診
断
書
の
作
成
が
可
能
で

す
。

④
聴
覚
障
害
に
つ
い
て
は
一
貫

し
た
診
療
が
必
要
で
あ
る
た

め
、
か
か
り
つ
け
の
耳
鼻
咽
喉

科
が
あ
る
場
合
は
当
該
医
療
機

関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
脳
血
管
障
害
（
脳
卒
中
、
脳

梗
塞
な
ど
）
に
よ
る
障
害
の
診

　

中
央
公
民
館
講
座
の
受
講
生

を
、
下
記
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。
豊
か
な
趣
味
と
仲
間
作
り

を
目
指
し
、
皆
さ
ま
の
た
く
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

※
受
講
者
が
少
な
い
講
座
は
開

設
し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

友
人
を
お
誘
い
の
上
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い

※
申
込
後
、
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る

場
合
、
受
講
講
座
を
休
む
場
合

の
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
講

座
に
よ
っ
て
は
、
材
料
費
を
頂

く
場
合
が
あ
り
ま
す

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
対
象
者

村
内
在
住
者
お
よ
び
在
勤
の
人

（
保
護
者
同
伴
の
場
合
は
小
・
中
・

高
校
生
の
参
加
も
可
）

■
申
込
期
限　

６
月
23
日
月

※
講
座
に
よ
っ
て
は
、
２
週
間

前
ま
で
募
集
し
て
お
り
ま
す
の

で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

対
象
と
な
る
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

身
体
障
害
者
巡
回
診
査
の
お
知
ら
せ

あ
な
た
の
豊
か
な
趣
味
づ
く
り
に

公
民
館
講
座
の
受
講
生
募
集
！

検査・処置は完全予約制です。
ご相談の際には外来受付までご連絡
ください（第２・４木曜日は代診医
が診察します）。

　問千歳平診療所
　☎ 74―2301

申し込み、お問い合わせは
こちらまで　

問中央公民館（担当 髙田）
☎ 72―2111（内線 515）
FAX   72―2246

曜日

午　前 午　後

診療内容 受付時間
（予約制） 診療内容 受付時間

（予約制）

月

検査・処置 一般外来 13：30 ～ 15：30
火
水
木
金 一般外来 9：00 ～ 11：00 休診

千歳平診療所の診察時間
が変わりました

定員
20 人

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

＊タペストリーや小物を手作りしませんか

定員
15 人

色
え
ん
ぴ
つ
画

＊風合いを生かした絵を描きましょう

定員
15 人

レ
ジ
ン

　

ア
ク
セ
サ
リ
ー

＊レジンを使ったかわいいアクセサリー作り

定員
10 人

陶
芸

＊自分が作った陶器で至福の時間を

定員
15 人

ピ
ラ
テ
ィ
ス

＊インナーマッスルを鍛えて身体スッキリ！

定員
20 人

エ
ア
ロ
ビ

＊音楽にノって踊ってリフレッシュ♪

定員
12 人

ス
ク
ラ
ッ
プ

　

ブ
ッ
キ
ン
グ

＊大切な写真を手作りのアルバムに

NEWNEW

◦実施日時（全て水曜）
　７月２・16 日、８月６日
　９月３・17 日、10 月１日
　〈午前 10 時～午後１時〉
◦講師　中島育子 先生
◦準備　工作用紙（厚紙）、筆記用具
　裁縫道具
◦材料費（実費）　千円～５千円程度

◦日時（全て金曜）
　８月８日 、９月 12 日、10 月 10 日
　〈午前 10 時～午後１時〉
◦講師　淡路明美 先生
◦準備　写真、はさみ、テープのり、
　スティックのり、筆記用具など
◦材料費（実費）千円～ 1500 円程度

◦実施日時（全て木曜）
　７月 10・24 日、８月７・28 日
　９月 11・25 日、10 月９日
　〈午後６時 30 分～８時〉
◦講師　山本直子 先生
◦準備　動きやすい格好、ヨガマット
　（大きめのバスタオル可）
　スポーツタオル、飲み物

◦日時（全て木曜）
　７月 17 · 31 日、８月 21 日
　９月４ ･ 18 日、10 月２日
　〈午後６時 30 分～８時〉
◦講師　山本直子 先生
◦準備　動きやすい格好、すべりにくい
　シューズ、スポーツタオル、飲み物

◦日時（全て金曜）
　８月 22 日、９月 26 日、
　10 月 24 日
　〈午前 10 時～午後１時〉
◦講師　柳村睦美 先生
◦材料費（実費）　400 円～

◦日時（全て火曜）〈場所　郷土館〉
　７月 29 日、８月５ ･ 26 日
　９月９ ･ 16 ･ 30、10 月７日
　〈午前 10 時～午後１時〉
◦講師　濱道幸子先生
◦準備　30 センチ定規、鉛筆
　汚れてもよいタオル２枚
◦材料費（実費）　1500 円～

◦日時（全て木曜）
　９月４・18 日　〈午前 10 時～正午〉
◦講師　横内孝子先生
◦準備　色えんぴつセット（12 色以上
　※持っている人）、鉛筆（Ｂ以上）
　消しゴム
◦材料費（実費）500 円～千円程度

Rokkasho Information
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農業委員会だより

　平成 26 年第５回農業委員会
総会が４月 18 日金に開催され、
下記案件が議決・承認されまし
た。

■議案第 10 号　農地法第３条
第１項の規定による許可申請に
ついて
◎所有権を移転するもの

１件　24,442㎡
◎賃借権を設定するもの

１件　2,893㎡
■第 11 号　農地法第５条第１
項の規定による農地転用許可申
請について　　２件 14,884㎡
■第 12 号　農地法利用集積計
画について　　１件 8,223㎡

※総会の傍聴・会議録の縦覧が
できます。なお、農地などの権
利移動・転用に係る書類の記載
例などは農業委員会事務局にあ
ります。
　第６回農業委員会総会は５月
21 日水に開催されました。
　今月の総会は、６月 20 日金
に開催予定です。

～現況届の提出はお早めに～

　農業者年金受給者の皆さん
に、農業者年金基金から『現況
届』が５月下旬ごろに発送され
ています。
　現況届が提出されない場合
は、支給停止になることがあり
ますので、受給者の皆さんは６
月末までに役場３階農業委員会
または泊・平沼支所まで提出し
てください。

問農業委員会事務局
　（農林水産課内）亀田・藤村
☎ 72―2111（内線 326）

限
は
翌
月
末
で
す
が
、
当
月
末

に
引
き
落
と
す
方
法
の
こ
と
を

「
早
割
」
と
い
い
ま
す
）。

　

ま
た
、
保
険
料
を
ま
と
め
て

前
払
い
（
前
納
）
方
法
も
あ
り

ま
す
。

■
そ
の
他
の
納
付
方
法

❶
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

❷
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
指
定

の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の

窓
口

❸
モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
な

ど
は
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.nenkin.
go.jp/

）
で
ご
案
内
し
て
い
ま
す

＊
希
望
さ
れ
る
場
合
や
詳
細
に

つ
い
て
は
、
金
融
機
関
の
窓
口

ま
た
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

問
む
つ
年
金
事
務
所（
国
民
年
金
課
）

☎
０
１
７
５
（
22
）
２
２
７
８

問
福
祉
課

☎
７
２
―
２
１
１
１

（
内
線
１
３
９
）

＊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.m

od.go.jp/
rdb/tohoku/global-haw

k/

）

問
東
北
防
衛
局　

地
方
調
整
課

☎
０
２
２
（
２
９
７
）
８
２
１
２

問
三
沢
防
衛
事
務
所

☎
０
１
７
６
（
53
）
３
１
１
６

　

青
森
県
内
に
は
、
約
４
千
箇

所
も
の
土
砂
災
害
危
険
箇
所
が

あ
り
ま
す
。
山
あ
い
の
沢
筋
に

溜
ま
っ
た
土
砂
や
巨
石
が
雨
で

増
え
た
沢
水
と
一
緒
に
流
れ
出

る
『
土
石
流
』、
地
下
水
の
上

問
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

第
３
航
空
団
司
令
部
管
理
部　

渉
外
室
広
報
班

（
〒
０
３
３
―
８
６
０
４　

三
沢

市
後
久
保
１
２
５
―
７
）

☎
０
１
７
６
（
53
）
４
１
２
１

（
内
線
３
３
１
３
）

　

東
北
防
衛
局
で
は
、
三
沢
飛

行
場
に
お
け
る
米
空
軍
の
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ホ
ー
ク
の
一
時
展

開
に
関
す
る
情
報
を
、
当
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☎
０
５
７
０
（
０
０
３
）
１
１
０

問
青
森
地
方
法
務
局
十
和
田
支
局

☎
０
１
７
６
（
23
）
２
５
７
１

＊
青
森
地
方
法
務
局
で
は
６
月

２
日
月
～
６
日
金
の
間
、
午
前

８
時
30
分
～
午
後
７
時
ま
で
左

記
の
電
話
相
談
窓
口
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

◎
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

◎
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

　

航
空
自
衛
隊
三
沢
基
地
で

は
、
航
空
自
衛
隊
お
よ
び
三
沢

基
地
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
三
沢
基
地
周
辺

住
民
の
方
々
を
対
象
と
し
た
航

空
自
衛
隊
機
へ
の
体
験
搭
乗
者

を
募
集
し
ま
す
。

■
日
程　

８
月
２
日
土

■
場
所　

航
空
自
衛
隊
三
沢
基
地

■
対
象　

小
学
生
以
上
の
健
康

な
人
で
三
沢
基
地
周
辺
市
町
村

在
住
者

■
内
容　

航
空
自
衛
隊
大
型
輸

送
ヘ
リ
「
Ｃ
Ｈ
―
47
Ｊ
」
の
体

験
搭
乗
（
15
分
程
度
）

■
募
集
人
員　

約
１
０
０
人

■
応
募
方
法　

往
復
は
が
き
に

左
記
を
明
記
の
上
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

【
往
信
用
】
①
住
所
②
搭
乗
希

望
者
全
員
（
４
人
ま
で
）
の
氏

名
お
よ
び
フ
リ
ガ
ナ
③
年
齢
④

職
業
⑤
電
話
番
号

【
返
信
用
】
①
搭
乗
希
望
者
（
代

表
者
）
の
住
所
②
搭
乗
希
望
者

全
員
の
名
前
＊
裏
は
白
紙
で
お

願
い
し
ま
す

■
応
募
締
切

　

７
月
４
日
金　

必
着

■
注
意
事
項

①
当
日
の
天
候
そ
の
他
の
理
由

に
よ
り
中
止
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す

②
小
学
生
が
搭
乗
す
る
際
に
は

保
護
者
の
同
乗
が
必
要
で
す

③
募
集
人
員
を
上
回
っ
た
場
合

に
は
、
抽
選
と
し
ま
す

④
ハ
ガ
キ
に
記
載
漏
れ
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
抽
選
の
対
象
外

と
し
ま
す

⑤
搭
乗
者
以
外（
乳
幼
児
含
む
）

は
当
日
基
地
内
に
入
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん

⑥
７
月
下
旬
ま
で
に
返
信
は
が

き
で
搭
乗
の
可
否
な
ら
び
に
詳

細
を
ご
連
絡
し
ま
す

⑦
体
験
搭
乗
に
つ
い
て
三
沢
基

地
Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す

　

毎
年
６
月
１
日
は
全
国
一
斉

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
で
す
。

　

村
で
は
人
権
擁
護
委
員
に
よ

る
相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま

す
。
身
近
で
困
っ
て
い
る
さ
さ

い
な
事
に
も
対
応
し
ま
す
の

で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
、
弁
護
士
に
よ
る
直

接
の
相
談
も
で
き
ま
す
。
事
前

に
予
約
が
必
要
で
す
の
で
こ
れ

を
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

弁
護
士
相
談
予
約
は
弁
護
士

法
人
青
空
と
大
地
事
務
所
へ
。

☎
０
１
７
６
（
21
）
５
１
６
２

■
日
時　

６
月
４
日
水

①
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

　

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
相
談

②
午
前
10
時
～
午
後
３
時
ま
で

　

弁
護
士
に
よ
る
相
談

■
場
所　

平
沼
支
所
内
（
平
沼

地
区
学
習
等
供
用
セ
ン
タ
ー
）

＊
毎
日
の
生
活
の
中
で
お
困
り

の
と
き
は
下
記
ダ
イ
ヤ
ル
、
ま

た
は
お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

昇
に
よ
り
地
盤
が
ゆ
る
み
、
地

盤
全
体
が
ゆ
っ
く
り
と
す
べ
り

出
す
『
地
す
べ
り
』、
雨
を
含

ん
で
脆
く
な
っ
た
崖
が
唐
突
に

崩
壊
す
る
『
が
け
崩
れ
』
…
ど

れ
も
強
い
雨
が
原
因
と
な
り
、

山
や
崖
が
あ
る
地
域
で
は
ど
こ

で
も
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　

昨
年
度
は
日
本
各
地
で
土
砂

災
害
が
発
生
し
、
そ
し
て
多
く

の
犠
牲
者
が
出
ま
し
た
。

　
「
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
よ
う
な
強
い
雨
が
降
っ
て

い
る
」
と
き
は
「
今
ま
で
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
災
害
が
起
こ

る
か
も
し
れ
な
い
」
と
心
に
留

め
、
正
し
い
危
機
意
識
と
早
期

避
難
で
土
砂
災
害
に
よ
る
被
害

ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

問
原
子
力
対
策
課

☎
７
２
―
２
１
１
１

（
内
線
３
３
２
～
３
３
５
）

問
青
森
県
県
土
整
備
部　

河
川

砂
防
課　

砂
防
グ
ル
ー
プ　

☎
０
１
７
（
７
３
４
）
９
６
７
０

＊
村
の
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
こ
ち
ら

（http://w
w

w
.rokkasho.jp/

index.cfm
/9,321,43,htm

l

）

　

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、

金
融
機
関
な
ど
に
行
く
手
間
と

時
間
が
省
け
ま
す
。

　

ま
た
、
早
割
・
前
納
で
納
付

す
る
と
保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま

す
。

　

保
険
料
を
早
割
に
す
る
と
、

月
50
円
（
年
間
６
０
０
円
）
の

お
得
で
す
（
保
険
料
の
納
付
期

弁
護
士
、
人
権
擁
護
委
員

に
よ
る
相
談
所
を
開
設
し

ま
す

米
空
軍
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ホ

ー
ク
が
三
沢
飛
行
場
へ

一
時
展
開
し
ま
す

６
月
１
日
～
30
日
は

土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す

航
空
機
体
験
搭
乗
者
を

募
集
し
ま
す

Rokkasho Information & news 

　村では数多くの貴重な遺跡が発見され
ています。遺跡の場所や植物など観察し
てみませんか？
■日時　６月 21日土
　　　　（午前９時までに郷土館集合）
■場所　吹越烏帽子岳
■募集人数　25人
■参加費　無料
■対象　一般・親子
　　　　（小学生は保護者同伴）
■申込期限　６月 18日水　午前中まで
■申込先　郷土館　☎ 72―2306
※飲み物、昼食は各自で用意してください。
昼食の際に郷土館から豚汁を配布します。

郷土館　歴史散歩
登山に参加しませんか

入札情報（４月分）

№ 事業名 契約業者名 契約額（税込）

1 六ヶ所村医療センター医師住宅植栽工事 ㈲十文字林業 685 万 8000 円

2 六ヶ所村医療センター敷地西側植栽工事 葛西産業㈱ 275 万 4000 円

3 平沼高瀬川３号線舗装補修工事 ㈲佐藤興業 331 万 5600 円

4 六ヶ所村消防団第９分団屯所新築設計
業務委託

松尾淳一級建築
士事務所 281 万 8800 円

5 石川地区減圧弁設置工事実施設計業務
委託 ㈱水施設計 117 万 7200 円

6 高分子凝集剤購入 東新化学㈱ 620 円（税抜き）
※単価契約

問財政課　☎ 72―2111（内線 244）

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

は
口
座
振
替
が
便
利
で
お

得
で
す
！

六ヶ所村役場　☎ 0175（72）2111（代表）　　村のホームページ（http://www.rokkasho.jp/）

　広報５月号に訂正があります
　下記のとおり訂正し、お詫び申し上げます

■Ｐ 14　「スワニー号」記事
（訂正）２号車の発着場所

× 村営住宅前→　○ 村営住宅前（内沼）
× 内沼　　　→　○ 新城平

往路 復路
９：13 16：32
９：18 16：27
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平
成
26
年
７
月
１
日
火
を
基

準
日
と
し
て
、
平
成
26
年
経
済

セ
ン
サ
ス
―
基
礎
調
査
・
商
業

統
計
調
査
が
全
国
一
斉
に
同
時

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

両
調
査
は
共
に
26
年
に
実
施

す
る
た
め
、
調
査
対
象
と
な
る

事
業
所
お
よ
び
企
業
に
お
け
る

報
告
負
担
の
軽
減
、
効
率
的
か

つ
円
滑
な
調
査
の
実
施
等
の
観

点
か
ら
、
一
体
的
に
実
施
い
た

し
ま
す
。

　

６
月
23
日
月
か
ら
調
査
員
が

対
象
事
業
所
へ
伺
い
ま
す
の

で
、
調
査
へ
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
経
済
セ
ン
サ
ス
―
基
礎
調
査

■
対
象　

す
べ
て
の
産
業
分
野

に
お
け
る
事
業
所
・
企
業

■
目
的　

従
業
者
規
模
等
の
基

本
的
構
造
を
明
ら
か
に
す
る

◎
商
業
統
計
調
査

■
対
象　

小
売
業
・
卸
売
業
を

営
む
事
業
所

■
目
的　

従
業
者
数
・
商
品
販

売
額
等
を
把
握
し
、
商
業
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る

＊
詳
し
く
は
経
済
セ
ン
サ
ス
―

基
礎
調
査
商
業
統
計
調
査
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
サ
イ
ト
へ

（http://e-census-syougyo.
stat.go.jp/

）

＊
村
Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す

問
企
画
調
整
課　

統
計
調
査
担
当

☎
７
２
―
２
１
１
１

（
内
線
３
５
９
）

　

平
成
26
年
度
の
自
動
車
税
の

納
期
限
は
６
月
30
日
月
で
す
。

　

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

納
付
は
、
最
寄
り
の
金
融
機

関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の

納
付
も
で
き
ま
す
。

　

納
税
通
知
書
に
つ
い
て
い
る

納
税
証
明
書
は
車
検
の
際
に
必

要
と
な
り
ま
す
。
車
検
証
と
一

緒
に
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ

う
。

　

な
お
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
滅
失
・
損
壊
し
た
自
動
車
の

代
替
自
動
車
と
し
て
28

年
３
月
31
日
ま
で
に
取

得
し
た
自
動
車
（
軽
自

動
車
含
む
）
に
つ
い
て

は
、
自
動
車
取
得
税
お

よ
び
自
動
車
税
（
軽
自
動
車
税
）

の
非
課
税
措
置
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
左
記
ま
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
上
北
地
域
県
民
局　

県
税
部

納
税
管
理
課

（
十
和
田
市
西
十
二
番
町
20
―
12

青
森
県
十
和
田
合
同
庁
舎
１
階
）

☎
０
１
７
６
（
22
）
８
１
１
１

（
内
線
２
１
１
～
２
１
４
）

＊
県
税
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

（http

：//w
w

w
.pref.aom

ori.
lg.jp/life/tax/top.htm

l

）

①
「
領
収
証
」
な
ど
の
非
課
税

範
囲
の
拡
大

　

こ
れ
ま
で
、
記
載
さ
れ
た
受

取
金
額
が
３
万
円
未
満
の
も
の

が
非
課
税
と
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、平
成
26
年
４
月
１
日
以
降
、

非
課
税
範
囲
が
受
取
金
額
５
万

円
未
満
の
も
の
ま
で
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。

②
「
不
動
産
譲
渡
契
約
書
」
や

「
建
設
工
事
請
負
契
約
書
」
の

印
紙
税
軽
減
措
置
の
延
長
お
よ

び
拡
充

　

軽
減
期
間
が
平
成
30
年
３
月

31
日
ま
で
延
長
さ
れ
る
と
と
も

に
、
契
約
金
額
が
１
千
万
円
超

の
も
の
に
適
用
さ
れ
て
い
た
軽

減
範
囲
お
よ
び
税
額
が
、
26
年

４
月
１
日
以
降
、
１
千
万
円

以
下
の
一
部
に
も
拡
大
さ
れ
、

１
千
万
円
超
の
も
の
は
更
に
軽

減
さ
れ
ま
し
た
。

　

印
紙
税
の
非
課
税
の
範
囲
又

は
納
付
す
る
印
紙
税
額
（
貼
付

す
る
印
紙
税
の
額
）
が
こ
れ
ま

で
と
異
な
り
ま
す
か
ら
、
お
間

違
え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（w

w
w

.nta.go.jp

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍

す
る
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ

る
税
務
職
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

国
の
財
政
を
支
え
る
税
務
職

員
に
、
あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
受
験
資
格

①
26
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学

校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
３
年
を
経
過
し
て
い

な
い
人
、
お
よ
び
27
年
３
月
ま

で
に
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教

育
学
校
を
卒
業
見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
人
と

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る

人■
受
験
申
込
受
付
期
間

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

６
月
23
日
月
～
７
月
２
日
水

○
郵
送
ま
た
は
持
参

　

６
月
23
日
月
～
26
日
木

■
受
験
申
込
方
法

　

受
験
申
し
込
み
は
原
則
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
と
す

る
。
郵
送
ま
た
は
持
参
用
受
験

申
込
書
の
請
求
は
、
最
寄
り
の

税
務
署
、
仙
台
国
税
局
人
事
第

二
課
ま
た
は
人
事
院
東
北
事
務

局
へ
行
う
。

■
１
次
試
験
日　

９
月
７
日
日

■
試
験
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

問
仙
台
国
税
局　

人
事
第
二
課

試
験
研
修
係

☎
０
２
２
（
２
６
３
）
１
１
１
１

（
内
線
３
２
３
６
）

問
人
事
院
東
北
事
務
局

☎
０
２
２
（
２
２
１
）
２
０
２
２

■
募
集
種
目　

自
衛
官
候
補
生

■
資
格　

男
子
で
18
歳
以
上

27
歳
未
満
の
人

■
受
付
期
間

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す

■
試
験
期
日

　

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
試
験
場
所
（
予
定
）

　

別
途
各
人
に
連
絡
し
ま
す

＊
応
募
資
格
年
齢
の
起
算
日
は
、

募
集
種
目
ご
と
に
異
な
り
ま
す

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
募
集
要
項

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部

三
沢
募
集
案
内
所

（
〒
０
３
３
―
０
０
３
７　

三
沢

■
縦
覧
書
類　
「
む
つ
小
川
原

港
洋
上
風
力
発
電
事
業　

環
境

影
響
評
価
方
法
書
」

■
縦
覧
場
所

①
六
ヶ
所
村
役
場
企
画
調
整
課

②
六
ヶ
所
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱

（
尾
駮
字
上
尾
駮
22
―
２
５
８
）

③
北
日
本
海
事
興
業
㈱（
八
戸
市
）

■
縦
覧
期
間

６
月
28
日
土
ま
で（
土
日
を
除
く
）

■
縦
覧
時
間

午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で

＊
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
公
表

Ｕ
Ｒ
Ｌ
（http://m

utsuogaw
a

rapow
.co.jp

）

■
意
見
書
の
提
出

　

環
境
影
響
評
価
方
法
書
に
つ

い
て
環
境
保
全
の
見
地
か
ら
ご

意
見
を
お
持
ち
の
人
は
、
縦
覧

場
所
に
備
え
付
け
の
意
見
書
箱

に
投
函
す
る
か
、
書
簡
に
て
郵

市
松
園
町
三
丁
目
６
―
16　

中

野
プ
ラ
ザ
ビ
ル
２
Ｆ
〈
ユ
ニ
バ
ー

ス
松
園
店
隣
〉）

☎
０
１
７
６
（
53
）
１
３
４
６

＊
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
（
平
日　

８
時

45
分
～
午
後
５
時
30
分
） 

＊e-m
ail

（aom
ori.pco.m

isaw
a

@
rct.gsdf.m

od.go.jp

）

　

む
つ
小
川
原
港
洋
上
風
力
開

発
株
式
会
社
で
は
、
環
境
影
響

評
価
法
に
基
づ
い
て
「
む
つ
小

川
原
港
洋
上
風
力
発
電
事
業　

環
境
影
響
評
価
方
法
書
」
を
作

成
し
、
あ
わ
せ
て
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
次
の
と
お
り
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

送
に
よ
り
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◇
記
載
事
項

①
氏
名
お
よ
び
住
所
②
方
法
書

の
名
称
③
方
法
書
に
つ
い
て
の

環
境
保
全
の
見
地
か
ら
の
意
見

◇
提
出
期
限

７
月
12
日
土
ま
で
【
必
着
】

■
説
明
会
の
開
催

◇
開
催
日
時　

６
月
15
日
日　

　

午
後
１
時
～
３
時
ま
で

◇
開
催
場
所　

ス
ワ
ニ
ー

■
意
見
書
の
提
出
先
お
よ
び
問

い
合
わ
せ
先

問
北
日
本
海
事
興
業
㈱
内　

む

つ
小
川
原
港
洋
上
風
力
開
発
㈱

（
〒
０
３
９
―
１
１
６
８　

青
森
県

八
戸
市
八
太
郎
５
丁
目
21
番
34
号
）

☎
０
１
７
８
（
20
）
３
２
６
６

■
日
時　

６
月
８
日
日

　

午
後
２
時
30
分　

開
演

■
場
所　

ス
ワ
ニ
ー
ホ
ワ
イ
エ

■
チ
ケ
ッ
ト　

５
０
０
円
（
自

由
席
）・
当
日
８
０
０
円

80
人
限
定

＊
チ
ケ
ッ
ト
の
ご
購
入
は
ス
ワ

ニ
ー
ま
で

問
（
一
財
）
六
ヶ
所
村
文
化
振

興
公
社
（
ス
ワ
ニ
ー
内
）

☎
７
２
―
３
４
０
０

櫻
さくらば

庭　悠
ゆうま

真（輝美）尾駮レイクタウン

寺
てらした

下　桜
さくらこ

子（邦彦）尾駮

福
ふくおか

岡　愛
あ ず

珠（一真）千歳平

山
やまだ

田　伊
いおり

織（誠孫）泊

六ヶ所村の人口
（４月 30 日現在）

区分 人口 前月比
男 5,725 +16
女 5,058 +2
計 10,783 +18

世帯数 4,601 +21

お誕生おめでとう
（　）内は保護者名

お悔やみ申し上げます

ご結婚おめでとう

４月届け出分。届け出時に、本誌への掲
載を希望した人だけ載せています。
問住民課　☎ 72―2111（内線 117）

瀬川　昭六　82才（平沼）

橋本　はな　83才（野附）

齋藤　　信　86才（庄内）

三浦　キヌ　87才（泊）

本間　則雄　63才（泊）

田中　ふみ　85才（尾駮浜）

相内　淳也（倉内）

東田恵梨香（東通村）

相内　康充（泊）

吉田　麗菜（八戸市）

竹田　幸司（おいらせ町）

橋本　奈央（尾駮）

（
（
（

『
平
成
26
年
経
済
セ
ン
サ

ス
―
基
礎
調
査
・
商
業
統

計
調
査
』
に
ご
協
力
を

平
成
26
年
度
国
家
公
務
員

「
税
務
職
員
採
用
試
験
」

の
お
知
ら
せ

「
む
つ
小
川
原
港
洋
上
風

力
発
電
事
業　

環
境
影
響

評
価
方
法
書
」
の
縦
覧
を

行
い
ま
す

ガ
ラ
ス
越
し
の
音
楽
会

２
０
１
４　

32 

th

小
泉
耕
平
×
村
田
智
佳
子

ピ
ア
ノ
デ
ュ
オ
リ
サ
イ
タ
ル

Rokkasho Information Squaer

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

４
月
１
日
か
ら「
印
紙
税
法
」

が
改
正
さ
れ
て
い
ま
す

自
動
車
税
は
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
納
付
で
き
ま
す

平
成
26
年
度
の
自
衛
官
候

補
生
を
募
集
し
ま
す

六ヶ所村役場　☎ 0175（72）2111（代表）　　村のホームページ（http://www.rokkasho.jp/）

戸籍の窓
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日・曜 行事名

１ 日
平成 26 年度上十三地区消防協会　北部上
北地区協議会連合観閲式

〈大石総合運動公園駐車場　９：00 ～〉

２ 月 スワニー・図書館・郷土館　休館日

３ 火

❀１歳児健診
　（受付）９：45―10：00

❀１歳児健診にてブックスタート

❀１歳６カ月児健診
　（受付）12：45―13：00

４ 水 図書館 休館日（蔵書点検）

５ 木
◎婦人健診〈スワニー〉
　（受付）17：00―18：00

図書館 休館日（蔵書点検）

６ 金
◎婦人健診〈スワニー〉
　（受付）12：00―12：45

図書館 休館日（蔵書点検）

７ 土 図書館 休館日（蔵書点検）

８ 日 図書館 休館日（蔵書点検）

９ 月 スワニー・図書館・郷土館　休館日

10 火

❀７カ月児健診
　（受付）９：45―10：00

❀４カ月児健診
　（受付）13：00―13：15

◎スリムリラックスヨガ〈スワニー〉
　（受付）10：00―11：00

11 水

12 木

❀ワッ歯ッ歯！むし歯０教室
　（受付）10：30―10：45

❀３歳児健診
　（受付）12：30―12：45

13 金
❀カンガルー教室　　９：30―11：30

❀ピヨママ広場　　　13：00―15：00

14 土

15 日

日・曜 行事名

16 月

スワニー・図書館・郷土館　休館日

❀５歳児発達相談
　（受付）13：15―13：30

17 火

18 水 ◎森のくまさんおはなし会（３～６才向け）
　〈図書館〉　14：40 ～

19 木 ◎森のくまさんおはなし会（０～３才向け）
　〈図書館〉　10：30 ～

20 金
❀カンガルー教室　９：30―11：30

❀ピヨママ広場　　13：00―15：00

21 土 ◎歴史散歩　吹越烏帽子岳登山〈郷土館〉
　９：00 ～（詳細はＰ 16 に掲載）

22 日

23 月 スワニー・図書館・郷土館　休館日

24 火

◎婦人健診〈老人福祉センター〉
　（受付）12：00―12：45

❀スリムリラックスヨガ
　（受付）10：00―11：00

25 水 ❀栄養教室　　９：30―13：00

26 木

❀カンガルー教室（親子ビクス）
　９：30―11：30

❀ピヨママ広場（ベビーマッサージ）
　13：00―15：00

27 金

28 土

29 日

30 月 スワニー・図書館・郷土館　休館日

ろっかしょスケジュール　６月
村の保健行事や講座、イベント情報を掲載しています。

＊〈　〉内は開催場所です
　❀は保健相談センターで行なわれる事業です

図書館のススメ ロクトくん

＊ＹＡ（ヤング
アダルト）とは？
　『若い大人』の
10 代の皆さんに
おすすめしたい

本です

涙あり、笑いあり、しみじみと沁みて
くるものあり。21 世紀に誕生した直
木賞作家たちが、幼少期の思い出、読
書体験、創作にかける情熱などを明
かした受賞エッセイ、およびインタ
ビューを収録。『オール讀物』掲載を
加筆修正。

直木賞受賞エッセイ
集成

文藝春秋 （編）

今すぐ旅に出たくなる！ 伝説や神々が
息づく島、異国情緒あふれる島、日本
の原風景が残る島…。日本の有人島を
すべて訪ね歩いた写真家が、個性豊か
な島々をビジュアルに紹介する。ＭＡ
Ｐ、アクセス情報つき。

絶対行きたい！
日本の島旅

加藤 庸二 （著）

一般 一般

昭和の茶の間で活躍した家具調テレ
ビ。時は移り廃品置き場に捨てられ
たテレビの運命やいかに−！？ アニ
メーション「ゴールデンタイム」をリ
メイクしたユーモラスな絵本。『ＭＯ
Ｅ』掲載を書籍化。

ゴールデンタイム
 さよならテレビくん
　稲葉 卓也 （原作・絵）

児童

奇妙な書店に再就職したクレイが見つ
けた「存在しないはずの本」たち。ど
うやら暗号で書かれているらしいそれ
らの本の解読に、クレイは友人たちの
力を借りて挑むが、それは 500 年越し
の謎を解き明かす旅の始まりだった。

ペナンブラ氏の
24 時間書店

ロビン・スローン （著）
島村 浩子 （訳） 

ＹＡ

Information 

� 七戸町
しちのへバラまつり 2014

日時 ６月 21 日土～７月 13 日日
午前９時～午後４時

場所 東八甲田ローズカントリー

問 東八甲田ローズカントリー

☎ 0176（62）5400

� おいらせ町
おいらせ軽トラ市

日時 ７～ 11 月の各第１日曜日
（７月６日日　８時～ 13 時）

場所 百石本町商店街　中央町

問 おいらせ軽トラ市実行委員会事務局

☎ 0178（56）2511

� 十和田市
十和田つり飾り愛好会作品展

日時 ６月６日金～９日月

場所 道の駅とわだ　匠工房

問 道の駅とわだ

☎ 0176（28）3790

アートをもっと知りたい人のための
初級講座

日時 ６月 22 日日

場所 十和田市民文化センター

問 十和田市現代美術館

☎ 0176（20）1127

� 小坂町

小坂町レールパーク
グランドーオープン

日時 ６月１日日　午前 11 時～

場所 小坂鉄道レールパーク
（小坂駅周辺）

問 小坂町観光産業課 にぎわい創出班

☎ 0186（29）2069

� 三沢市

三沢まつり 90 年記念企画展
「三沢まつり今と昔」

日時 開催中～ 27 年３月 29 日日

場所 三沢市歴史民俗資料館

問 三沢市歴史民俗資料館

☎ 0176（59）3670

わんにゃんふれあいランド 2014

日時 ６月 28 日土、29 日日
午前 10 時～午後３時

場所 青森県立三沢航空科学館・大
空ひろば

問 青森県立三沢航空科学館

☎ 0176（50）7777

図書館のおすすめ本をご紹介します。
新刊は下記のほか、毎週入庫しているよ。
気軽に足を運んでみてね。

【 開館時間 】
（火～金）

９：30 ～ 19：00
（土日・祝日）

９：30 ～ 17：00

七戸町で開催される
バラまつり

上十三・十和田
湖広域定住自立
圏市町村のイベ
ント情報をお知
らせします。
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（編集後記）　今号から紙面を少し
変えてみました。皆さんが見やす
いように、親しみやすいように、充
実させていけたらと思います▶今の
サークル活動に新しい仲間を誘いた
い、新しく趣味を始めたいと思って
いる皆さんを繋ぎたいと、上記掲示
板を設置してみました。お気軽にご
連絡ください▶今年のフェスティバ
ル、皆さんご来場いただけました
か？　やはり夜は極寒でしたが、凍
えながら見る花火も乙かな…と撮影
に奮闘。震えた感覚が良かったの
か、去年より良い花火が撮れたので
は▶佐藤豪皇くんの取材。夢に向
かって迷いなく、真っすぐ進む姿に
励まされました。人の想いに触れる
と私も頑張ろうって気持ちになりま
す。いつもありがたいです（能登）

時　間 放　送　番　組

6 時

00 ❶広報
15 ❷まだ×２新米　64th（16 日～ 65th）
30 ❶広報、❺防災
50 ❹写真、❼朝のすこやか体操（７日～）
55 ❸ア ･ ラ ･ カルト　④バレエ

7 時
25 ❷まだ×２新米　64th（16 日～ 65th）
40 ❶広報、❹写真、❺防災

８時
05 ロックＴＶのお知らせ

❻モニタリング情報

9 時

00 ❶広報、テレビ電話、❹写真
30 ❷まだ×２新米　64th（16 日～ 65th）
45 ❸ア ･ ラ ･ カルト　⑧味めぐり 山菜

10 時
15 ❶広報、❹写真
35 ❸ア ･ ラ ･ カルト　①東北大学

11 時

05 ❷まだ×２新米　64th（16 日～ 65th）
20 ❸ア ･ ラ ･ カルト　③ 119
50 ❶広報、❹写真、❺防災

12 時
15 ロックＴＶのお知らせ

❻モニタリング情報

13 時
00 ❶広報、テレビ電話、❹写真
30 ❸ア ･ ラ ･ カルト　②六人

14 時

00 ❷まだ×２新米　64th（16 日～ 65th）
15 ❸ア ･ ラ ･ カルト　⑥味めぐり 小川原湖
45 ❶広報、❹写真

15 時

05 ❸ア ･ ラ ･ カルト　①東北大学
35 ❷まだ×２新米　64th（16 日～ 65th）
50 ❸ア ･ ラ ･ カルト　⑤ワールド

16 時
20 ❶広報、❹写真
40 ❸ア ･ ラ ･ カルト　④バレエ

17 時

10 ❷まだ×２新米　64th（16 日～ 65th）
25 ❸ア ･ ラ ･ カルト　⑥味めぐり 小川原湖
55 ❶広報、テレビ電話、❹写真

18 時 25 ロックＴＶのお知らせ
❻モニタリング情報19 時 00

20 時
00 ❶広報、テレビ電話、❹写真
30 ❸ア ･ ラ ･ カルト　②六人

21 時

00 ❶広報、❹写真
20 ❸ア ･ ラ ･ カルト　⑦お土産
50 ❷まだ×２新米　64th（16 日～ 65th）

22 時

05 ❸ア ･ ラ ･ カルト　⑤ワールド
35 ❶広報、❹写真
55 ❸ア ･ ラ ･ カルト　③ 119

23 時
25 ❷まだ×２新米　64th（16 日～ 65th）
40 ❶広報、❹写真、❺防災

０時
I

６時

05
ロックＴＶのお知らせ
❻モニタリング情報

◇　番組内容　◇

❶広報ろっかしょ　６月（前半・後半）
　各種情報、戸籍の窓、村のスケジュール（行
事予定）、ごみの収集日程などを文字放送でお
知らせします。

❷まだ×２ 新米カメラマンどこへ行く !? 
　担当４年目のカメラマンが取材・編集した村
のトピックス（話題）をお届けします。
▶ 64th（１～ 15 日放送分）
①スワニーコーラス教室（５月４日収録）
②（春季）村内道路清掃活動（５月 14 日収録）
③六高アーチェリー部男子団体春季大会優勝
　報告会（５月 14 日収録）
④泊中大運動会（５月 17 日収録）

　を放送します。
▶ 65th（16 ～ 31 日放送分）
①千歳平小運動会（５月 31 日収録）
②平成 26 年度上十三地区消防協会 北部上北協
　議会連合観閲式（６月１日収録）

　を放送します。

❸ア・ラ・カルト BOX（30 分）
①大学院へいらっしゃい　東北大学大学院工学
　研究科量子エネルギー工学専攻六ヶ所村分室
②六人～遠田恵子～
③ 119　こちら六ヶ所消防署
④豊かな心を育む芸術～春日井バレエダンス
　ギャラリー
⑤ワールドバラエティアワー　韓国＆ドイツの巻
⑥ろっかしょ味めぐり～小川原湖の食材～
⑦もらってうれしい六ヶ所のお土産
⑧ろっかしょ味めぐり～春の山菜～

❹写真で巡るろっかしょ
❺防災お役立て情報！
❻青森県環境放射線モニタリング
❼朝のすこやか体操（小学生対象・土日のみ放送）
※番組では一部内容を変更して放送する場合が
　あります
問情報政策課　☎ 72―2111（内線 155）

地上デジタル 11ch「ロック TV」

６月の番組表
　 地 上 デ ジ タ ル 放 送 11ch

「ロック TV」６月は以下の番
組を放送しますので、ぜひご覧ください。

＊番組表はデジタル放送の番組表（EPG）でも
　見ることができます

Rokkasho Information

〈今月の表紙〉

2014 たのしむべ！フェス
ティバル

キャラクターショー

晴天の中、賑やかに行なわ
れたプリキュアのショー。
観 客 の 中 に は、 変 身 し
た服を身につけた女の子
も。会えるのをとても楽
しみにしてきたんだろう
なと伝わりました。戦う

プリキュアに子どもたちは夢中で声援を送り、見事敵を
やっつけた時にはほっとしたような笑顔を見せていまし
た。ショーの後に行なわれた握手会では子どもたちが列
をつくり、握手したり、頭をなでてもらったりして嬉し
そう。「かわいいね！」と満面の笑顔を見せていました。

〈 掲示板 〉

今月から村民の皆さんが情報を掲載できる
掲示板のコーナーを作りました。

催しやサークルの会員募集など、
仲間づくりにご活用ください。

＊基本的に月謝などの費用がかからないものを掲載します

　（材料費は含みません）

①団体名や活動名
②団体や活動の趣旨
③実施日時
④場所、⑤備考

〈連絡先〉など

◎お寄せいただく情報は
　下記を参照ください

＊掲載したい情報がある場合、こちらまでご連絡ください
　問情報政策課　広報係　☎ 72―2111（内線 154）



尾駮沼の湖面を吹き抜ける強い風の中、フトイがひたすら立っている。

細
さざなみ

波や潮風を受けると、線状の茎は緑の波となってさざめく。

広く根を張った群落でたくましく、茎をしならせ立っている。

伝えたい、六ヶ所の風景。
汽水湖に生きる

1_ 尾駮沼の波打ち際に群落をつくるフトイ（カヤツリグサ科）。晴れ
た日は濃緑の茎を輝かせ、そよ風になびいている　2_ 海水と淡水が混
じる汽水湖の湿地に稀に自生するヒメキンポウゲ（キンポウゲ科）。絶
滅が危惧される植物だが、けなげに群落を保持している。村の豊かな
自然が残した貴重な財産である（８月撮影）　3_ ５～６月、浜辺や汽
水湖の岸辺で白い小さな花をいっぱいつけたハマハタザオ（アブラナ
科）の群落が見られる。花が終わった後、旗

はたざお

竿のような莢
さや

が数本重なっ
て伸びる形から「浜旗竿」の名が付いた（山上睦さん〈（公財）環境科
学技術研究所〉）
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